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      働き方ASU-NET 第1回森岡ゼミ  2013/05/21 

安倍内閣の高支持率をどうみるか 

 

はじめに 最近の各紙世論調査から 

5月20日 朝日65％、毎日66％、読売72％（5月12日） 

憲法96改正要件引き下げ 反対 

朝日54％（5月2日）、毎日52％、読売51％  

比較: 3月17～18日 各紙世論調査                                            

   TPP交渉 内閣支持率 自民支持率 再稼働反対  

毎日  63％    70％    39％     52％ 

読売  60％    72％    45％     53％ 

朝日  71％    65％    44％ 

                       

１．アベノミクスに寄せる国民の高い期待                              

大胆な金融政策  2％のインフレ目標 リフレ 

機動的な財政政策 超赤字財政下の大型公共投資                                                    

民間投資を喚起する成長戦略 雇用改革 

 ケインズ主義＋新自由主義 水と油のミックス 

 財政危機下の「反緊縮」政策 → 緊縮疲れの有権者の期待 ← 民主党「仕分け」路線への失望 

 インフレ誘導 円安・高株価 高所得層の間での資産効果による消費増？ 

 企業の低調な設備投資、長期金利の上昇で本格回復は困難、 

 

２．日中・日韓、日朝関係の緊張激化を背景とした再スタート 

  2012年8月10日 李明博大統領が島根県の竹島に上陸 

2012年9月11日 尖閣諸島国有化、中国の反日運動の高まり 

  2012年9月26日 安倍晋三氏が自民党総裁に 

2012年12月12日 北朝鮮ミサイル（「人工衛星」）発射 

  2012年12月16日 総選挙で自民党圧勝 

  2012年12月26日 96代内閣総理大臣に 吉田茂以来の返り咲き首相 

  日中関係 外交関係の悪化→経熱政冷から政冷経冷へ    経済界の実利路線との摩擦 

 

３．マスコミ持ち上げ・後押し政治 

もともとマスコミは消費税率引き上げとＴＰＰ交渉参加の旗振り役 

第二次安倍内閣の周到なメディア対策 大手5紙・ＴＶトップを会食接待 

    

４．民主党の失敗と維新の失速  参院選を前に攻めあぐむ野党と労働組合 

 

５．たくみな飴鞭路線と雇用改革 

   雇用改革  議論の中心は解雇の金銭解決と限定社員の導入・拡大 

        ホワイトカラー・エグゼンプションは後回し、選挙前は争点にせず？ 

  高収益企業に賃金引き上げ要請  ごく少数の企業が正社員の賞与をわずかに増額、マクロ的に

は依然として続く賃金の下落 

  3年育休案（不評判）、ブラック企業公表案（自民党の若者雇用対策） 

 

おわりに 

◇情勢の特殊な組み合わせとマスコミの応援に助けられた一時的な高支持率 

◇日本経済の現実……円安とインフレによる物価上昇 → 消費増税による消費の落ち込み → 名

目賃金も実質賃金も低下していっそうの消費不況に → 一時的な空景気から新たな落ち込みと

停滞へ  アベノミクス――アブナイミックス――アベノミス 
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